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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・レストランのワックスがけ終了しています。

・照明等の施設設備点検管理棟側終了しています。今週の木曜日閉鎖側確認しにいきます。

・9月30日　歯科13名

・精神病院実地指導　12月13日あります。

　（4月からのカルテチェックして下さい。）

・テレビ寄付あり、南病棟に設置します。

・レストランのテーブルや椅子の色がバラバラに配置していた為、閉鎖側、開放側と色統一しています。テーブルの汚れ目立っています。定期的に掃除して下さい。

・10月1日より　北病棟　　　　太田由美子　准看護師　入職

　　　　　　　　　五福　　　　橋本　恵　　看護師　入職

　　ローテーション研修は3、5日→事務管理、6日→西病棟、7日→東病棟

　　8日→北病棟、10日→南病棟、11日→通所となっています。

・高看学生アルバイト3名入ります。（北病棟：柳沢まり9月23日～金土準夜勤務、

南病棟：浦田千佳と西病棟：渡辺美香10月1日～金土準夜勤務）

・法人研修委員会　9月29日　4病院合同研修にともない出欠確認しています。Wizの書類フォルダ→委員会→法人研修委員会→4病院合同研修→出欠簿に各自入力して下さい。最終的な確認は当日提出したアンケートによっての確認になります。当日用紙を会場にて受け取ってください。

・学術～発表原稿の提出用書式統一します。発表は口演、ポスター、掲示となります。

・経管栄養のボトルを消毒する大きい容器が東病棟、南病棟に２つ入ります。

・上拭き用バケツが東・南病棟２つ、西・北秒等外来に１つ入ります。

・９月２８日の皮膚科は休みとなります。

※マニュアルの読み合わせを行なっています。

≪喫煙室の取り扱いについて（開放病棟）≫
目的：（１）患者様が安全に喫煙する為。

　　 （２）火災等の事故の防止。
	手順
	ポイント

	（１）患者様への説明
	1 喫煙室のドアをきちんと閉めて喫煙するように伝える。（分煙をお願いする）

2 患者様同士のタバコの貸し借りはしない様伝える。

3 座り込んで喫煙をしない様に伝える。

4 病棟内での喫煙室以外の喫煙はしない様伝える。
5 作業時間内や病棟プログラム時間内は禁煙である事伝える。

	（２）確認
	以下の点について、下記の方法で観察する。

1 決められた人数より多く入室していた場合は声掛けをする。

2 火傷に注意する。
3 灰や火が床に落ちないように注意する。

4 吸い方に注意する。

・火傷しない程度に吸う様に注意する。

（フィルターまで吸わせない）

5 吸殻の持ち帰りを防止する。

6 ライターやタバコは自己管理の為、巡回はまめに行う。
7 患者様が作業や病棟プログラムに行かれ、いなくなった際は、喫煙室内の確認をする。

	（３）清掃


	※以下の患者様の行う事の出来ない部分の掃除を行う。

1 喫煙室内の窓や桟が汚れていたら、拭き掃除を行う。

2 喫煙室内に設置している機械のフィルターの掃除を行う。

（機械に水が掛からないように細心の注意をはらう）


ボディチェックマニュアル

１　目的

患者様、職員に危険が及ばないように、安全を図るため

３　手順　：

	実施手順
	観察・ケアのポイント

	①危険物に関して患者様へ説明


②入院時：①と同様の声掛けをする。


③物品紛失時：


④外出・泊帰院時：


⑤ボディチックの方法

⑥ 終了後、危険物・貴重品があった場合：



⑦終了後患者様への説明


	①患者様に危険物（刃物、ライター、マッチ、薬剤、）貴重品（現金、貴金属、携帯電話、印鑑、保険証、診察券､鍵､免許証、カメラ）は病棟へ持ち込めないことを説明する。

「患者様、職員の安全を守るため持ち込みは遠慮していただいています。」

貴重品に関して

「紛失しても病院側では、責任を負い兼ねますし、他患者様とのトラブルになる可能性もあるので遠慮して頂いています。」

と声掛けをする。

（病棟によってはベルトや肩に掛けるタイプのベルトの長いバックなども含まれる）

ａボディチェックの必要性を説明し、持ち込みがあれば先に出していただくのが望ましい。

1 病院の規則を知らない状態なので、確実に説明をし、承諾を得る。

①人権に関わることなので、確実に説明し、承諾を得る。「〇〇を紛失したのでが、念のため衣類の中を探してもよろしいでしょうか？」と声掛けする。

· 稀に下着の中に隠している事がある。

1 ボディーチェックの必要性を説明する。

2 ボディーチェックの声掛けをする。バックの二重になっている箇所、靴の中に注意する。

「危険物や貴重品がないか、持ち物、衣類を見せていただいてよろしいですか？」と声掛けする。

①ボディーチェックは診察室及び病室で行なう。その際、プライバシー保護の為同性の職員が行なう。

②立位で洋服、ズボンのポケットへ手を入れ触る。特に内ポケット、シャツのポケットに注意する。

③両手を挙げてもらい服の袖口から腋窩、腰部まで両手で触る。服に余裕のある腋窩、腰部に注意する。

④洋服、肌シャツをズボンより出してもらい、衣類をはたいてもらう。ウエスト部分に挟んだ状態になっている事がある。

⑤ズボンは腰部から股関節、足先に向かい、両手で満遍なく触る。ズボンの裾がしぼんだところ、靴下、履物にある場合がある。

6 貴重品、危険物は御家族へ返却される事を明確にし「事務で預からせて頂き、御家族がいらした際に返却いたします。」と声掛けする。

①言葉にして伝える。

「ご協力ありがとうございました。」と協力への感謝の意を伝える。


３　必要物品　　：特になし

　

４　その他注意事項　：

· ボディチェックを必要とする時

入院時、外出・泊帰院時、個室入室時、開放病棟から閉鎖病棟に転出する時、作業療法参加前後、物品紛失時（体温計、危険物）

· 物品が見つからない場合、危険物を所持していると思われる場合は承諾を得て、下着の中を見せていただく場合もある。（病状不安定、外出・泊帰院時挙動不審）

· 危険物としては、主として刃物類、マッチ、ライター、薬剤、洗剤類がある。あらゆる物が危険物になり得る可能性があることを認識し、一人で判断できないときは、チームメンバー及びリーダー・主任・副主任もしくは課長・主治医に確認する。

· 閉鎖病棟入院患者様の場合現金は持参金を本人と確認し、本人の通帳に振込みを医事課へ依頼する。医事課より明細書を受け取り本人へ手渡す。

· 貴重品以外の場合（時計、剃刀、爪きり、ライター、ハイター）は個人により詰所で預かる

場合もある。

· 北病棟では現金、ライター、爪切りの所持について制限されていない。

・③に関して男性患者様に限り、やむを得ない場合は女性職員が行う。もしくは他病棟へ応援・要請する。


































